
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
号

雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
青
少
年
の
雇
用
機
会
の
確
保
等

に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
一
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

舛
添

要
一

第
二
中
「
採
用
内
定
者
に
対
し
て
は
」
を
「
採
用
内
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
採
否
の
結
果
を
明
確
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
確
実
な
採
用
の
見
通
し
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
採
用
内
定
者
に
対
し
て
は
」
に
改
め
、
第
二

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

さ
ら
に
、
採
用
内
定
者
に
つ
い
て
労
働
契
約
が
成
立
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由

を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
採
用
内
定
取
消
し
は
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
十
分
に

留
意
し
、
採
用
内
定
取
消
し
を
防
止
す
る
た
め
、
最
大
限
の
経
営
努
力
を
行
う
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
ず
る
こ
と
。

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
採
用
内
定
取
消
し
の
対
象
と
な
っ
た
学
校
等
の
新
規
卒
業
予
定
者
の
就
職
先
の

確
保
に
つ
い
て
最
大
限
の
努
力
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
の
補
償
等
の
要
求
に
は
誠
意
を
持
っ
て
対
応

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


